
 

 

ダイヤ改正の方向性について（案） 

１．はなバスの利用状況と収入状況（平成 28 年度～平成 30年度推移） 

●利用者数（人）                 

 

 ●収入（円） 

 

 ●支出（円） 

 

２．各ルートの車両台数と運行状況 
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（円） 

（人） 

（円） 



 

 

第１ルート 単独路線として完結している 

第２・３ルート 一日の中で、第２ルートと第３ルートを行き来している。 

第４南・北ルート 第４南と第４北で完結している 

車両を共有しているルートについては、運行本数及び運行時刻が制約される。 

 

３．各ルートの特徴と方向性 

※①～③は、資料１－４の項目を参照してください。 

《 全体的な方向性 》 

・利用実態に合わせた運行本数を調整 

・土休日ダイヤの導入（始発・終発便の時間帯及び運行本数を変更）（②,③） 

・わかりやすいダイヤ編成を検討 

ルート 特徴 検討事項 

第１ ・一日を通して利用が多い 
●平日の通勤通学時間は現状維持（微調整有り） 

●パターンダイヤを検討 

第２ 

・通勤通学時間帯や昼間の時間

帯の利用が多い（③） 

・第３ルートと車両共有 

●保谷庁舎機能縮小に伴う利用者の動向を把握 

●平日の通勤通学時間は現状維持（微調整有り） 

●土休日は、運行サイクルをパターン化 

第３ 

・通勤通学時間帯や昼間の時間

帯の利用が多い（③） 

・第２ルートと車両共有 

●平日の通勤通学時間は現状維持（微調整有り） 

●土休日は、運行サイクルをパターン化 

第４北 

・多摩六都科学館へのアクセス

手段 

・土休日の利用が多い（②） 

・夏休みの利用が多い（①） 

●平日の運行時刻や運行本数の見直し 

●土休日は現状維持（微調整有り） 

●ダイヤ改正後の夏季休暇中の増便を検討 

第４南 
・通勤通学時間帯や昼間の時間

帯の利用が多い（③） 

●平日の通勤通学時間は現状維持（微調整有り） 

●折返は、パターンダイヤを検討 

４．ダイヤ改正を進めるにあたって 

 ・バス事業者と調整のうえ、検討事項を踏まえ、ダイヤを編成及び検討する。 

・ダイヤ改正前後には周知期間を含めて、この取組についてフォローアップを実施する。 

５．今後のスケジュール 

 

時期

項目 2

R1

バス事業者調整・法手続

8 39 10 11 12 1 2

ダイヤ改正

地域公共交通会議

R２

3 4 5 6 7

下半期に実施予定

事業者と調整 法手続き


